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Feynman-Cohen の ロトンエネルギ二と観測値との相異は two-rotof7

stateと levelrepulsion によると考え-る立場もあるが,ここでは超電導の

BCS理論のgap-equatidn に似た pairing energy甲 に対する方程式 を解
くことによってこの差異の大きさを評価 した｡励起エネルギーはフォノンとの相互作用に

ょるポテンシャルV(a),VrC)と有効ポテンシャル Ⅴ〔S) によって与えられ
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となる｡こ でゝ,化学 ポ テン シャルはⅤ(S)によって定まり,<Nk>,<ak,a_k>

は個別準粒子 rロトン)の粒子数と,対演質子の基準状態に関する期待値であって第 1近

似では〟-NVo(S) と お く｡ ここでは,まず 甲k-Novas)とおいて, Ekを求めた

結果がFeynman-Cohen の エネルギーとほとんど一致し,(4)を iteratiらn で解

いた第 1近似を用いると観測値に近い値が得 られることを数値計算によって示す｡数値計

算は渡部氏によってモンテカルロ法を用いて行なわれた｡数値の例 と緯果の図は次のよう

になる｡
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例 波数 2.O3A-1,7 (0)-N｡Ⅴ(S)ニー5.8K,第 1近似 7(1)ニー9.17K
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